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　これから２年間、59人の保健推進員が皆さまの地区を担当します。
活動内容　�定期研修会や勉強会を通して健康に関する知識を習得し、地域と市のパイプ役として活

動していきます。
主な活動　・生活習慣病予防に関する教室等の実施　・市の保健事業への協力
� T　健康支援課　☎0475(80)1172

あなたの地区の保健推進員を紹介します

児童手当現況届の提出
　児童手当を受けている方（受給者）は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。この届は、毎
年６月１日時点における状況を記載し、児童手当を引き続き受ける要件を満たしているかどうかを確認す
るためのものです。
　受給者には届出用紙をお送りしましたので、６月29日㈮までに必要書類を添えて窓口へ提出してください。
※現況届の提出がない場合は、６月分以降の手当を受給できなくなりますので、ご注意ください。
提出に必要なもの
　�受給者の健康保険被保険者証の写し・印鑑（シャチハタ等自動印不可）・受給者および配偶者のマイナン
バーが確認できるもの（マイナンバー制度の開始に伴い、マイナンバーの記載が必要です）。・その他必
要書類は下記の表参照

※この他にも、状況に応じて提出する書類があります。

提出窓口　子育て支援課または、各出張所
�T�子育て支援課　☎0475（80）2631

受給者と児童の住所
が別の場合

別居監護申立書
児童のマイナンバーが確認できるもの
※�児童が市外に住んでいる場合、その児童の
世帯全員の住民票(本籍・続柄記載のもの)

受給者が児童の父母
以外の場合 監護・生計維持申立書
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区長自治会長さんを紹介
（敬称略）
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平成30年度 地域と行政の橋渡し役
区長会連合会役員　　◎会長　　○副会長　　□監事　　■会計　　△理事
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●歳入
区分 予算現額 上半期（4/1～9/30） 下半期（10/1～3/31） 区分合計

収入済額 収入率(%) 収入済額 収入率(%) 収入額 収入率(%)
市税 55億3,791万円 34億4,377万円 62.2 20億6,012万円 37.2 55億 389万円 99.4
分担金・負担金など（※１） 5億4,197万円 2億4,397万円 45.0 2億5,486万円 47.0 4億9,883万円 92.0
繰越金・繰入金 34億2,688万円 10億9,727万円 32.0 23億 153万円 67.2 33億9,880万円 99.2
諸収入 7億7,376万円 2億1,847万円 28.2 5億8,695万円 75.9 8億 542万円 104.1
地方交付税 68億1,963万円 47億1,906万円 69.2 21億4,714万円 31.5 68億6,620万円 100.7
国庫支出金・県支出金 39億 104万円 10億 843万円 25.9 19億7,051万円 50.5 29億7,894万円 76.4
市債 33億3,600万円 0万円 0.0 19億9,930万円 59.9 19億9,930万円 59.9
その他（※２） 12億9,663万円 6億4,106万円 49.4 7億2,211万円 55.7 13億6,317万円 105.1

歳入合計 256億3,382万円 113億7,203万円 44.4 120億4,252万円 46.9 234億1,455万円 91.3
※１：分担金、負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附金
※２：地方譲与税、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金　など
●歳出

区分 予算現額 上半期（4/1～9/30） 下半期（10/1～3/31） 区分合計
支出済額 執行率(%) 支出済額 執行率(%) 支出済額 執行率(%)

議会費 2億2,243万円 1億1,791万円 53.0 1億 130万円 45.5 2億1,921万円 98.6
総務費 66億7,591万円 12億 653万円 18.1 52億 543万円 78.0 64億1,196万円 96.0
民生費 65億5,648万円 26億5,481万円 40.5 35億1,342万円 53.6 61億6,823万円 94.1
衛生費 18億8,412万円 8億4,790万円 45.0 9億5,041万円 50.4 17億9,831万円 95.4
農林水産業費 9億7,463万円 5億4,107万円 55.5 3億4,523万円 35.4 8億8,630万円 90.9
商工費 1億5,838万円 6,811万円 43.0 7,510万円 47.4 1億4,321万円 90.4
土木費 21億9,950万円 3億1,104万円 14.1 7億4,009万円 33.6 10億5,113万円 47.8
消防費 10億9,821万円 5億 501万円 46.0 5億6,705万円 51.6 10億7,206万円 97.6
教育費 33億6,386万円 9億6,098万円 28.6 17億6,896万円 52.6 27億2,994万円 81.2
その他（※３） 25億 　30万円 11億 547万円 44.2 12億2,218万円 48.9 23億2,765万円 93.1

歳出合計 256億3,382万円 83億1,883万円 32.5 144億8,918万円 56.5 228億 801万円 89.0
※３：公債費、災害復旧費、諸支出金、予備費
【特別会計】

特別会計名 予算現額
上半期（4/1～9/30） 下半期（10/1～3/31） 合計
収入済額
・執行済額

収入率
・執行率(%)

収入済額
・執行済額

収入率
・執行率(%)

収入済額
・執行済額

収入率
・執行率(%)

国民健康保険特別会計（事業勘定） 89億5,379万円 歳入 40億7,770万円 45.54 43億3,708万円 48.44 84億1,478万円 93.98
歳出 38億1,832万円 42.64 40億 150万円 44.69 78億1,982万円 87.34

国民健康保険特別会計（施設勘定） 1億3,963万円 歳入 6,307万円 45.17 6,026万円 43.16 1億2,333万円 88.33
歳出 5,523万円 39.55 5,978万円 42.81 1億1,501万円 82.37

後期高齢者医療特別会計 5億 343万円 歳入 1億6,455万円 32.69 3億3,145万円 65.84 4億9,600万円 98.52
歳出 1億 　39万円 19.94 3億3,766万円 67.07 4億3,805万円 87.01

介護保険特別会計 46億6,163万円 歳入 21億5,551万円 46.24 24億7,769万円 53.15 46億3,320万円 99.39
歳出 18億6,366万円 39.98 23億6,682万円 50.77 42億3,048万円 90.75

組合立国保成東病院事業
清算事務特別会計 2億2,078万円 歳入 1億2,949万円 58.65 9,131万円 41.36 2億2,080万円 100.01

歳出 6,534万円 29.60 9,635万円 43.64 1億6,169万円 73.24
地方独立行政法人さんむ医療センター
公債管理特別会計 1億2,309万円 歳入 3,653万円 29.68 8,653万円 70.30 1億2,306万円 99.98

歳出 3,653万円 29.68 8,653万円 70.30 1億2,306万円 99.98

農業集落排水事業特別会計 2億6,859万円 歳入 2億 272万円 75.48 5,699万円 21.22 2億5,971万円 96.69
歳出 1億2,179万円 45.34 1億3,325万円 49.61 2億5,504万円 94.96

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

　市の財政状況をご理解いただくために、一般会計などの執行状況をお知らせします。今回は平成29年度下半期（29
年10月～30年3月末）の予算の執行状況の概要です。
【一般会計】
　平成29年度一般会計予算は当初予算額221億3,600万円から平成30年3月までに13億7,858万円の増額補正を行
い、235億1,458万円となりました。なお、前年度繰越額21億1,924万円を含めた総額で256億3,382万円となりました。
　下半期における歳入の収入済額は120億4,252万円、収入率は46.9％で、上半期との合計で234億1,455万円
（91.3％）となっています。また、下半期における歳入の支出済額は144億8,918万円、執行率は56.5％で、上半期と
の合計で228億801万円（89.0％）となっています。

平成29年度下半期の予算執行状況

T　財政課　☎0475（80）1121
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市の財務書類４表　　【平成２８年度決算】
　山武市の財政状況を説明するため財務書類４表を作成しています。今回は、総務省が示した「統一的な基準」により作成し
た平成２８年度末の全体財務種類４表（一般会計、特別会計、公営企業会計の合計）についてお伝えします。�

（単位：百万円）
１.貸借対照表
　市が保有する資産・負債・純資産の状況を表示しています。左側には取得した資産の内訳、右側には資産形成に要した資金の内訳を記載しています。

２．行政コスト計算書
　資産形成につながらない人的サービスや給付サービスなどに要したコ
ストと、それらに対する財源を表示したものです。

４．資金収支計算書
　資金の流れを業務活動、投資活動、財務活動の３つ活動に分けて表
示したものです。

山武水道からのお知らせ　◆平成 30年度予算の概要
平成30年2月16日に開催された山武郡市広域水道企業団議会2月定例会において、平成30年度の予算が承認されました。
水道事業会計の予算は、水道水をお届けするために必要な「収益的収支」と施設を整備するために必要な「資本的収支」から成り立っており、

山武水道では、収益的支出の大部分を受水費、
減価償却費等の固定的経費が占めることから
財政状況は厳しいものがございます。
平成30年度については、「山武郡市広域水
道企業団中長期経営プラン2016」の基本理念
である「次世代へつなぐ強靭で安心な水道」を
実現するため、計画に掲げる事業を着実に推
進しながら、安全で安心な水道水の安定供給
に努めてまいります。

収 入
53億7,695万円

支 出
49億5,937万円

水道料金
41億3,403万円

千葉県補助金
3億6,557万円

構成市町補助金
3億8,866万円

その他
1億6,397万円

受水費
（九十九里地域水道企業団から
　　　　　浄水を購入する費用）
31億764万円

減価償却費
9億4,910万円

人件費
3億5,499万円

その他
5億4,764万円

純利益
4億1,758万円

長期前受金戻入
3億2,472万円 収 入

2億9,495万円

支 出
18億662万円

国からの補助金
2億6,116万円

企業債償還金
8,003万円

建設改良費
17億2,659万円

資本的支出に対し不足する額は
内部留保資金等で補填します。

工事負担金
(水道管の移設等の費用を依頼者
に負担していただくもの)

3,379万円

資本的収支収益的収支

３．純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産の変動を表示したものです。

T　山武郡市広域水道企業団企画財政課
　☎0475（55）7852

資産合計 85,760
〈市が所有している資産〉
有形固定資産 59,344
事業用資産 28,149
　土地 9,981
　建物 17,913
　その他 255
インフラ資産 30,814
　土地 50
　建物 614
　その他 30,150

　物品 381
無形固定資産 39
投資その他の資産 14,386
流動資産 11,991
現金預金 3,442
その他 8,549

負債合計 32,384
〈将来世代が負担する必要がある借入金や地方債などの債務〉
固定負債 29,063
地方債等 22,779
その他 6,284

流動負債 3,321
１年以内償還予定地方債等 2,854
その他 467

純資産 53,376
　〈現在までの世代が既に負担した金額で返済義務を負わないもの〉

負債及び純資産合計額 85,760

経常費用 31,292
人件費 4,398
物件費等 6,248
委託料・維持補修費・減価償却費等

その他の業務費用 748
地方債の利子など

移転費用 19,898
補助金・社会保障給付等

経常収益 1,164
使用料・手数料

臨時損失 5
臨時利益 2
純行政コスト 30,131
（経常費用-経常収益+臨時損失-臨時利益）

前年度末純資産残高 53,061
（平成28年３月31日時点）

純行政コスト ▲�30,131
財源 30,546
税収入・国県補助金等

本年度差額 415
その他 ▲�100

本年度純資産変動額 315
本年度末純資産残高
（平成29年３月31日時点） 53,376

業務活動収支 3,053
行政サービスに伴う経常的な収支

投資活動収支 ▲�1,566
資産形成活動に伴う収支

財務活動収支 ▲�1,203
地方債などに伴う収支

本年度資金収支額 284

前年度末資金残高 3,011
（平成28年３月31日時点）

本年度末資金残高 3,295
（平成29年３月31日時点）

本年度末歳計外現金残高 147
本年度末現金預金残高 3,442
（資金残高+歳計外現金残高）

〇市民一人当たりの資産� 161万円
〇市民一人当たりの負債� 61万円

〇市民一人当たりの純行政コスト� 57万円

平成29年３月末人口� 53,176人
※表示単位未満を四捨五入しているため、
　合計と一致しない場合があります。
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沼
イ
の
１
６
４
8
︱

２
）

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
１
４
９

※�

右
記
以
外
で
も
県
内
の
協
力
歯
科
医

療
機
関
で
あ
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。
対

象
医
療
機
関
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T�　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
管
理
課
給
付
第
１
班

�

☎
０
４
３（
２
１
６
）５
０
１
３

　

受
診
票
発
行
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

６
月
４
日
か
ら
⓾
日
ま
で
は

�

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
で
す

『
災
害
時�

お
口
の
ケ
ア

�
�

忘
れ
ず
に
！
』

突
然
、
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場

合
、
避
難
所
で
の
生
活
や
水
不
足
が
続

く
と
お
口
の
ケ
ア
が
不
十
分
に
な
り
が

ち
で
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
と
い
っ
た

お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
な
く
、
感
染

症
や
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
の
リ
ス
ク
も
高

ま
り
ま
す
。

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
災
害
時
の

お
口
の
ケ
ア
の
方
法
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
歯
ブ
ラ
シ
が
な
い
と
き

食
事
の
際
に
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

①�

よ
く
か
ん
で
食
べ
る（
か
む
こ
と
で

だ
液
が
た
く
さ
ん
出
て
、
口
の
中
の

汚
れ
を
洗
い
流
し
ま
す
）

②�

食
後
に
水
や
お
茶
を
飲
む（
口
全
体

に
い
き
わ
た
ら
せ
、
汚
れ
を
洗
い
流

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

だ
液
を
出
す
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

①�

唾
液
腺
を
マ
ッ
サ
ー
ジ（
耳
の
下
、

頬
、
あ
ご
の
下
を
や
さ
し
く
マ
ッ

サ
ー
ジ
し
ま
す
）

②�
舌
の
ス
ト
レ
ッ
チ（
舌
を
上
下
、
左

右
、
右
回
り
、
左
回
り
に
歯
を
な
め

る
よ
う
に
動
か
し
、
汚
れ
も
一
緒
に

落
と
し
ま
し
ょ
う
）

※�

歯
ブ
ラ
シ
の
な
い
と
き
の
一
時
的
な

方
法
で
す
。

◆
歯
ブ
ラ
シ
が
あ
る
と
き

�

少
な
い
水
で
も
で
き
る
歯
み
が
き
の
方

法①�

コ
ッ
プ
に
少
量（
約
㉚

�

ml
）の
水
を
入

れ
、
そ
の
水
で
歯
ブ
ラ
シ
を
ぬ
ら
し

て
歯
を
み
が
き
ま
す
。

②�

歯
ブ
ラ
シ
が
汚
れ
て
き
た
場
合
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
汚
れ
を
ふ
き
取

り
、
ま
た
歯
み
が
き
を
し
ま
す
。

③�

コ
ッ
プ
の
水
を
少
量
口
に
含
み
、
ブ

ク
ブ
ク
と
強
く
す
す
ぎ
ま
す
。
一
気

に
水
を
口
に
含
む
の
で
は
な
く
、
２

～
３
回
に
分
け
る
方
が
き
れ
い
に
な

り
ま
す（
洗
口
剤
が
あ
る
時
は
、
あ

わ
せ
て
使
う
と
よ
り
効
果
的
で
す
）。

※�

水
が
不
足
し
て
い
る
と
き
も
、
歯
ブ

ラ
シ
で
歯

を
み
が
く

こ
と
が
最

も
大
切
で

す
。

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」を
機
に
、
避
難

袋
に
歯
科
用
品（
歯
ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・

洗
口
剤
・水
・必
要
に
応
じ
て
義
歯
ケ
ー

ス
等
）が
入
っ
て
い
る
か
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

T�　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
２

　健
康・福
祉
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乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
個
別
検
診

市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

個
人
で
受
診
す
る
よ

り
検
査
費
用
が
お
安
く

済
み
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対�

象
者　
乳
が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上
の

女
性　
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上

の
女
性

※�

対
象
年
齢
は
平
成
31
年
3
月
31
日
時

点
の
年
齢
で
判
断
し
ま
す
。

　

�　
な
お
、
同
一
年
度
内
に
集
団
検
診

受
診
済
み
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

負
担
金

乳
が
ん
検
診

　
超
音
波（
30
歳
代
お
よ
び
50
歳
代
）

�

１
８
０
０
円

　

�

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
40
歳
代
お
よ
び

60
歳
以
上
）�

２
１
０
０
円

子
宮
が
ん
検
診

　
頸
部
細
胞
診　
　

�　

�

２
１
０
０
円

　

�（
医
師
の
判
断
に
よ
り
体
部
細
胞
診

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
８
０
０
円

追
加
と
な
り
ま
す
）

申�

込
方
法　
健
康
支
援
課
へ
電
話
ま
た

は
来
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
込
期
限　
平
成
31
年
2
月
28
日
㈭

※�

詳
し
く
は
健
康
支
援
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

T�　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

特
定
健
康
診
査
で
健
康
管
理
を
！

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
、

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
、
６
月
中
旬
以
降
、

個
別
に
受
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
健

康
管
理
の
た
め
に
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対�
象
者　
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
加

入
者

実�

施
期
間　
７
月
３
日
㈫
～
８
月
２
日

㈭（
集
団
健
診
）

T�　
国
保
年
金
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

国
民
健
康
保
険

�

被
保
険
者
証
の
更
新

�山
武
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

平
成
30
年
７
月
31
日
で
す
。
新
し
い
被

保
険
者
証
は
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で

の
郵
送
の
た
め
、
配
達
時
に
不
在
の
場

合
は
お
届
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。不

在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

は
、
市
役
所
の
窓
口
で
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
７
月
２
日
㈪
ま
で

に
国
保
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

T�　
国
保
年
金
課　
　
　
　
　
　
　
　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

�

差
額
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

市
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
軽

減
と
医
療
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
的

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
を
６
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額

が
ど
れ
く
ら
い
安
く

な
る
か
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

平
成
30
年
２
月
に
薬
の
処
方
を
受
け

た
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
２
０
０
円
以
上
を
軽
減
で
き
る
方

T�　
国
保
年
金
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

献
血
は
身
近
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
よ
り
安
全
な
血
液
を
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
時　
６
月
８
日
㈮

　
　
　
午
前
10
～
11
時
15
分

場　
所　
松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

T�　
健
康
支
援
課

　
　
　
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
３

医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者（
世
帯
主
宛
）に
医
療

費
通
知
を
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
容
に
覚
え
が
な
い
場
合

医
療
費
通
知
を
確
認
し
、
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け
て
い
な
い
、

日
数
・
回
数
が
多
い
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
手
元
の
領
収
書
等
を
ご
覧
に

な
り
医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

窓
口
負
担
額
は
、
１
円
単
位
で
記
載
さ
れ

ま
す
が
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た
額
は
10
円

未
満
を
四
捨
五
入
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

T�　
国
保
年
金
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３
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行政からの
お知らせ

information

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
受
講
費
用
を
助
成

�質
の
高
い
介
護
人
材
の
確
保
を
図
る

た
め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了

し
、
市
内
の
介
護
施
設
等
に
就
業
し
た

方
に
対
し
、
受
講
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆�

対
象
者
は
申
請
日
に
お
い
て
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

・
初
任
者
研
修
修
了
後
一
年
以
内
の
方

・�

市
内
の
介
護
施
設
等
に
申
請
日
の
１

年
前
か
ら
３
カ
月
前
の
間
に
就
業
を

開
始
し
、
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る

方
・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

・
市
民
税
に
滞
納
が
な
い
方

助�

成
額　
受
講
費
用（
公
的
制
度
を
受

け
て
る
場
合

は
、
そ
の
額
を

除
く
）の
半
額

（
千
円
未
満
切

捨
て
）ま
た
は

５
万
円
の
い
ず

れ
か
低
い
方

募
集
人
数　
先
着
10
人

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈮
～

※�

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

T　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
１

家
事
援
助
な
ど
の
担
い
手

�

養
成
研
修
開
催
！

�こ
の
研
修
を
受
講
す
る
と
、
修
了
証

が
発
行
さ
れ
市
内
の
介
護
事
業
所
で
働

く
こ
と
が
で
き
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍

で
き
ま
す
。

資
格
が
な
く

て
も
出
来
る

内
容
で
す

の
で
、
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ

い
。

日�　
時　
６
月
29
日
㈮
・
30
日
㈯
・
７

月
６
日
㈮
・
７
日
㈯（
全
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
全
４
回
の
連
続
講
座

場�　

所　

成
東
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階�

総
合
検
診
室

受
講
費
用　
無
料

申
込
期
限　
６
月
22
日
㈮

受�

講
者
の
声　
『
昨
年
度
、
受
講
し
て

現
在
は
福
祉
施
設
で
働
か
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
』、『
専
門

職
と
し
て
の
資
格
は
な
く
て
も
、
地

域
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
お
仕
事
で

き
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
』

S�

・
T　
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）７
１
０
２

〜
み
ん
な
で
話
そ
う
、
地
域
の
こ
と
〜

地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
！

地
域
福
祉
に
関
す
る
課
題
カ
ー
ド
を

使
い
、
カ
ー
ド
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
皆

さ
ん
で
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

T　
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
☎
０
４
７
５（
８
２
）７
１
０
２

　
社
会
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
２

夏
休
み
期
間
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

�

利
用
申
し
込
み

申
込
期
間　
６
月
11
日
㈪
～
29
日
㈮

書
類
配
布
お
よ
び
提
出
場
所

　

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
学
童
ク

ラ
ブ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

※�

学
童
ク
ラ
ブ
ご
と
に
定
員
が
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
を

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

成
東
・
松
尾
・
大
平
学
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
直
接

学
童
ク
ラ
ブ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

H�http://www.city.sammu.lg.jp/site/
shinseisyo/h29-gakudou-downroad.html

親業講座を開催します
　子どもの心を理解し、子どもの考
える力を伸ばす温かい親子関係を築く
ための講座です。保護者はもちろん、
一般の方の参加も大歓迎（託児申し込
み締切　6月25日㈪）
日　時　６月30日㈯
　　　　午前９時30分～11時30分
場　所　大平小学校
T・S　生涯学習課　☎0475（80）1456

育
教・
て
育
子

開催日程等
日　　時 場　　所 内　　容

７月８日㈰
午前10～11時30分

蓮沼交流センター
カルチャールーム 地域のつながりについて

８月５日㈰
午前10～11時30分

山武市役所大会議室 地域の子育てについて

９月２日㈰
午前10～11時30分

松尾ＩＴ保健福祉
センター多目的室 地域の防災と安全について

９月30日㈰
午前10～11時30分

さんぶの森交流センター
あららぎ館多目的室 地域と高齢者について


